






















要約: 1996 年から 1997 年のインデックス・メデイックス及び医学中央雑誌に掲載された

SIDS 関連文献のうち、和文 38 英文 176 論文に関し、テーマ毎にその内容を分析した。今

回の文献検討のポイントは、うつ伏せ寝を含めた予防キャンペーンにより SIDS 症例が激

減することにより、これまで考えられていたリスク因子等の疫学データの再検討が迫られ

ている。妊婦及び母親の喫煙と SIDS の関係は更に明らかとなったが、うつ伏せ寝に比べ

喫煙率が減っていない事の問題点が指摘されている。病因・病態としては、呼吸中枢の低

酸素等に対する覚醒反応の遅れが、ほぼ本疾患の中心病態であることが明らかとなった。

現在、その神経病理学的及び生理学的評価に焦点が絞られつつある。本邦からも優秀な論

文が幾つか発表されるようになってきた。


